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11 月 10 日（日）高島市消防本部
で開催されました。タウントピック
ス（P15）も併せてご覧ください。

防災体験ひろば
２０１９

主
な
内
容

特 集  バス、乗ってますか？ ………………❷
・秋の叙勲・危険業務従事者叙勲・褒章……………………… ❺
・インフルエンザに備えよう………………………………… ❻
・高島市の未来を担う人財育成…vol.2……………………… �

無料アプリ「マチイロ」で広報たかしまが読めます！
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市営バス乗合タクシーコミュニティバス路線バス

運賃収入

運行経費

▼
そ
も
そ
も
、

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
っ
て
、
な
に
？

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は
広
い
意
味

で
の
路
線
バ
ス
の
運
行
形
態
の
一
つ
で

あ
り
、
乗
客
数
が
少
な
い
な
ど
バ
ス
会

社
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
黒
字
が
見
込

め
な
い
地
域
の
移
動
手
段
と
し
て
、
行

政
が
赤
字
を
補
填
す
る
契
約
を
結
ん
で

バ
ス
会
社
が
運
行
す
る
路
線
で
す
。

　
市
内
の
公
共
交
通
は
、
朽
木
線
（
安

曇
川
駅
〜
朽
木
学
校
前
）、若
江
線
（
近

江
今
津
駅
〜
小
浜
駅
）
の
２
路
線
以
外

の
す
べ
て
の
路
線
が（
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

市
営
バ
ス
も
含
め
て
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
位
置
づ
け
で
す
。

▼
乗
り
降
り
し
や
す
い

　
『
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
』

　
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
必
要
な
バ
ス
車
両
を
、
多
く
の
方

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
乗
降
口
に
段

差
の
な
い
『
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
』
へ

の
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
車
両
の
購
入
に

あ
た
っ
て
は
、
市
が
ふ
る
さ
と
納
税
で

全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
バ
ス

会
社
へ
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
運
送
業
界
で
は
運
転
手
の
高
齢
化
と

　
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す

　

市
外
の
例
を
見
る
と
、
運
転
手
不

足
か
ら
、
毎
日
運
行
し
て
い
た
２
路
線

を
隔
日
運
行
と
し
、
週
の
う
ち
月
水
金

曜
日
の
み
バ
ス
が
走
る
路
線
と
、
火
木

土
曜
日
の
み
バ
ス
が
走
る
路
線
を
１
人

の
運
転
手
が
担
う
と
い
っ
た
こ
と
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
会
社
は
、
こ
こ
ま
で
危
機
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
運
転
手
不

足
に
よ
る
減
便
や
路
線
の
見
直
し
は
、

避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バス・乗合タクシーの運行経費

　市内のバス・乗合タクシーを１年間運行するこ
とで、約１億６４００万円の運賃収入に対し、約
４億５７００万円の経費がかかり、差し引き約
２億９３００万円の赤字が発生しています。
　しかし、公共交通は『赤字＝悪い』という単純
なものではなく、地域住民のための行政サービス
として行政が費用負担する意義はあります。その
意義をより大きなものにし、バス路線を維持する
ためにも、一人でも多くの人に利用していただく
ことが大切です。

自家用車を維持するために必要な経費

　バスや乗合タクシーの運賃は高いというイメー
ジをもっている方も多いとは思いますが、自家用
車を維持する費用と比べてみたらどうでしょう
か？例えば２００万円の車を買って 10 年間乗る
とした場合、ガソリン代などを含めると年間約
60 万円（下図参考）、１か月あたり約５万円の
経費が必要になります。しかし、日常の生活で買
い物や通院に公共交通を利用した場合、仮に週４
回夫婦で利用したとしても、１か月あたり２万円
弱となります。仕事や家族構成などにもよります
が、自家用車を維持することと比べても、決して
高くないことが分かります。

▼乗合タクシー（１回３００円、往復６００円）
　６００円×４往復×４週間×２人（夫婦）
　　＝１９，２００円（１か月）

（単位：億円）

２億９３００万円の赤字

公共交通の収支（平成 30 年度）

0 10 20 30 40 50 60

修繕費などガソリン代車検代保険代自動車税車両購入費

（単位：万円）自家用車の維持経費（１年間）

日常の生活で公共交通を利用した場合の費用

市
で
は
、
市
内
全
域
に
路
線
バ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、乗
合
タ
ク
シ
ー
、

市
営
バ
ス
が
公
共
交
通
機
関
と
し
て
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
乗
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

公
共
交
通
機
関
は
、
日
常
生
活
で
の

移
動
手
段
や
児
童
生
徒
の
通
学
手
段
、

観
光
客
の
来
訪
手
段
と
し
て
必
要
不
可

欠
な
存
在
で
す
。
し
か
し
、
人
口
減
少

や
少
子
化
等
に
よ
り
バ
ス
な
ど
の
利
用

者
は
減
少
し
、
市
内
全
域
を
運
行
す
る

た
め
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
な
ど
、

課
題
も
あ
り
ま
す
。

バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

○
自
家
用
車
を
購
入
、
維
持
す
る
費

用
が
か
か
ら
な
い

○
自
分
で
運
転
し
な
い
の
で
、
交
通

事
故
で
加
害
者
に
な
る
リ
ス
ク
が

な
い

○
疲
れ
て
い
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ

り
し
て
い
て
も
、
安
心
し
て
移
動

で
き
る

バ
ス
、

乗
っ
て
ま
す
　 

？

バ
ス
、

乗
っ
て
ま
す
　 

？

かか

特
集

問 

都
市
政
策
課
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５
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問総務課　 （２５）８０００

問
都
市
政
策
課　

（
２
５
）
８
５
７
１

叙
勲

　
《
旭
き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章
》
地
方
自
治
功
労

　
　

清し
み
ず水　
克か
つ
み実

さ
ん　
　
元
滋
賀
県
議
会
議
員

　
栄
え
あ
る
令
和
元
年
秋
の
叙
勲
、
第
33
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
お
よ
び
令
和
元
年
秋
の
褒
章
の

市
内
受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
）

褒
章

　
《
黄お
う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
》
業
務
精
励
（
農
業
）

　
　

井い
の
う
え上　
し
ろ
だ
ゆ
う

郎
太
夫
さ
ん　
現
農
業

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
《
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

前ま
え
だ田　

文ふ
み
お夫

さ
ん　
　
元
１
等
陸
尉

　　
《
瑞
宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

山や
ま
も
と本　

広ひ
ろ
よ
し義

さ
ん　
　
元
１
等
陸
尉

　　
《
瑞
宝
双
光
章
》
警
察
功
労

　
　

森も
り
た田　
一か
ず
お男

さ
ん　
　
元
滋
賀
県
警
視

市
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
の
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
10

月
20
日（
日
）
に
藤
樹
の
里
文
化
芸

術
会
館
で
『
高
島
交
通
安
全
市
民
大

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
交
通
安
全
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
の
表
彰
や
市
内
小

学
生
に
よ
る
交
通
安
全
の
絵
の
作
品

展
表
彰
、
吉
本
興
業
所
属
の
タ
レ
ン

ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
中
村
さ
ん
の
交
通

安
全
ク
イ
ズ
を
交
え
た
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
屋
外
で
は
、
市
内

自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
先
進
の

高
島
交
通
安
全
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

自動ブレーキ機能付きの車であれば、
万一の時も被害を軽減できる可能性が
あります

スーパーボールすくいに
子どもたちは夢中

交通安全こどもの絵作品展

ヒューマン中村さんのステージ

安
全
装
置
付
き
車
両
の
展
示
や
自
動
ブ

レ
ー
キ
車
の
試
乗
会
な
ど
を
実
施
し
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
々
ま

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

受章おめでとうございます 秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
褒
章

TAXI TAXI TAXI TAXI TAXI

BUS BUSBUSBUSBUS

BUSBUSBUS

▼
運
転
免
許
の
返
納
を

　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
人
は
誰
も
が
歳
を
と
る

も
の
で
す
。
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
歳
を
と
る
と
、
運
動
神
経
や

判
断
能
力
の
衰
え
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
年
は
全
国
的
に
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
痛
ま
し
い
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
と
思
わ
れ
る
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
事
故
統
計
で
は
、
交
通

事
故
を
起
こ
し
た
人
の
う
ち
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
の
割
合
が
県
内
の
他
の

市
町
で
は
25
％
〜
30
％
で
あ
る
の
に
対

し
、本
市
で
は
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

大
津
市
や
草
津
市
な
ど
の
都
市
部
と
比

べ
て
、本
市
は
高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
、

車
を
運
転
で
き
な
い
と
不
便
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
運
動
能
力
を
今
一
度
振
り

返
り
、
運
転
免
許
の
返
納
も
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？　
ひ
と
た
び
交
通
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
相
手
方
に
迷

惑
が
掛
か
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。『
運
転
免

許
返
納
＝
加
害
者
に
な
る
危
険
性
ゼ

ロ
』
な
の
で
す
。

　
運
転
免
許
の
返
納
に
関
し
て
は
、
高

島
警
察
署
で
も
随
時
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

問
高
島
警
察
署
交
通
課

　

（
２
２
）
０
１
１
０

　今年に入り10月末までの間に、
市内では既に５人もの方が交通事
故で亡くなられています。
　交通事故を起こさない、交通事
故に巻き込まれないためにも、ス
ピードを出しすぎない、きちんと
一時停止をして左右確認、ライト
の早目の点灯を心掛けましょう。
　また、歩くときや自転車に乗る
ときも、反射材やヘルメットを着
用し、車のドライバーから視認さ
れやすくしましょう。夕暮れ時や
夜間の外出はなるべく控えるな
ど、自分の身は自分で守る意識を
高めましょう。

市内で

交通死亡事故多発

▼
ご
存
知
で
す
か
？　
お
ト
ク
な

『
バ
ス
乗
継
券
』・『
バ
ス
利
用
促
進
券
』

　
市
内
の
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
京

都
バ
ス
比
良
線
を
除
く
）
を
ご
利
用
い

た
だ
く
際
、
１
回
に
限
り
無
料
で
乗
り

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
に
乗
っ
た

バ
ス
な
ど
を
降
車
す
る
際
に
運
賃
を
支

払
い
、そ
の
時
に
「
乗
り
継
ぎ
を
す
る
」

と
運
転
手
に
申
告
す
る
と
『
乗
継
券
』

が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
に
乗
る
バ

ス
な
ど
を
降
車
す
る
際
に
、
運
賃
の
代

わ
り
に
乗
継
券
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

バ
ス
な
ど
に
乗
車

バ
ス
に
乗
車

運
賃
を
支
払
い
、

乗
継
を
申
告
す
る

促
進
券
と

運
賃
を
支
払
う

乗継券の使用方法

バス利用促進券の使用方法

乗
継
券
を
も
ら
う

次
の
バ
ス
な
ど
に

乗
車
す
る

運
賃
の
代
わ
り
に

乗
継
券
を
渡
す

市
役
所
（
支
所
）
で

促
進
券
を
申
請
す
る

　
ま
た
、市
内
バ
ス
の
う
ち
朽
木
線（
安

曇
川
駅
〜
朽
木
学
校
前
）と
若
江
線（
近

江
今
津
駅
〜
小
浜
駅
）
の
２
路
線
は
乗

車
距
離
に
よ
り
運
賃
が
変
わ
り
ま
す

が
、市
民
の
方
は
『
バ
ス
利
用
促
進
券
』

を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
同
額（
大
人
２
２
０
円
、

小
人
１
１
０
円
）
で
ご
乗
車
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
市
内
区
間
の
み
）

　
バ
ス
利
用
促
進
券
は
乗
車
前
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
、
都
市
政
策
課
ま
た

は
各
支
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ス
利
用
促
進
券
は
、
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
る
市
民
の
方
が
対
象
で
す

特集　バス、乗ってますか？
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【保存版】

問企画広報課　 （２５）８１３０

問健康推進課　 （２５）８０７８

品
名

ビ
ー
ル

日
本
酒

ウ
イ
ス
キ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ー

焼
酎

ワ
イ
ン

量 

(ml) 500 180 60 180 120

純
ア
ル
コ
ー
ル
量 20g 22g 20g 50g 12g
度
数 ５% 15% 43% 35% 12%

農林水産省では、令和２年２月１日現在で、
「２０２０年農林業センサス」を実施します。

この調査は、国の農林業・農山村地域の実態
を明らかにする最も基本的な調査です。

令和元年 12 月中旬から令和２年１月にかけ
て調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調
査票に農林業の経営状況などの記入をお願いし
ます。

調査票に記入された事項については、統計以
外の目的には使用されませんので、ご協力をお
願いします。

２０２０年農林業センサスについて、詳しく
は二次元コードからキャンペーンサイトをご覧
ください。

年末年始は飲酒の機会が多くなりがちです
ね。日本ではお酒は古くから祝祭や会食など多
くの場面で飲まれており、生活の一部として親
しまれてきました。私たちに身近なお酒も、飲
みすぎると健康を害します。では、適量とは？
下記の表にまとめてみました。

（商品により差があります）

研究では、男性の場合、平均して２日に日本
酒１合程度（純アルコール 20 ｇ程度）を飲酒
する方の死亡率が最も低いとされています。

アルコールが体や精神へ及ぼす影響は、飲ん
だお酒の量ではなく、摂取した純アルコール量
が基準となります。「酒は百薬の長」となるよ
うに、程よい距離を保ちながら、健康で永くお
酒とお付き合いをしたいものですね。

また、皆さんのなかには「酒をやめないとい
けない・・・でもやめられそうにない。」と悩
んでいる方もおられるかもしれません。

アルコール依存症で治療が必要な人は、国内
で１００万人以上と推測されています。県内に
アルコール治療をしている医療機関や相談窓
口、酒害から回復した当事者団体「断酒同友会」
などもありますので、勇気を出して相談してみ
ませんか？まずはお電話ください。

「広報たかしま」をより手軽にご覧いただけ
るよう、株式会社ホープと提携し、スマートフォ
ンアプリ「マチイロ」での配信をしています。

今まで広報誌をじっくり読めなかった方や忙
しい方も、いつでもどこでも好きな時にスマー
トフォンやタブレットで読むことができます。

ぜひご利用ください。

※アプリのダウンロー
ドは無料ですが、通信
費は利用者のご負担に
なります。

マスコットキャラクター
「つっちー」

▼主な酒類の換算の目安

iOS android

ブクブク

ガラガ
ラ

問
健
康
推
進
課　

（
２
５
）
８
０
７
８

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
よ
う

気
温
が
下
が
り
、
木
枯
ら
し
が
吹
く
よ
う
に
な
る
と
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
は
低
温
低
湿

度
を
好
む
た
め
、
こ
の
時
期
は
感
染
力
が
強
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
は
寒
さ
に
よ
っ
て
体
温
が
下
が
り
や
す
く
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌

へ
の
免
疫
力
が
落
ち
ま
す
。
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、
正
し
い
健
康
管

理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
の
マ
ス
ク

着
用
だ
け
で
な
く
、
う
つ
さ
れ
な
い

予
防
に
も
マ
ス
ク
は
お
す
す
め
で
す
。

鼻
の
上
ま
で
隙
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に

装
着
し
、
捨
て
る
時
は
内
側
に
触
れ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

人
ご
み
の
多
い
場
所
で
は
、
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
が
漂
い
、
感
染
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。
予
防
に
は
帰
宅
直

後
の
う
が
い
が
効
果
的
で
す
。

ま
ず
、
口
の
中
の
隅
々
を
ブ
ク
ブ
ク

う
が
い
し
吐
き
出
し
た
ら
、
新
し
い
水

で
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
を
15
秒
ほ
ど
し
ま

し
ょ
う
。
帰
宅
時
だ
け
で
な
く
、
喉
や

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
に
も
お
す

す
め
で
す
。

実
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
、
病
気
を
引
き
起
こ
す
感
染
症
の
多

く
は
、《
手
を
介
し
て
侵
入
す
る
こ
と

が
多
い
》
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ア

ノ
ブ
や
つ
り
革
な
ど
、
不
特
定
多
数
の

人
が
触
る
よ
う
な
も
の
に
触
っ
た
手

で
、
自
分
の
目
や
鼻
、
口
を
触
っ
た
り

す
る
こ
と
で
体
内
に
侵
入
し
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
手
か
ら
の
侵
入
を
遮

断
す
る
手
洗
い
が
と
て
も
大
切
に

な
り
ま
す
。

石
け
ん
を
よ
く
泡
立
て
、手
の
ひ
ら
、

手
の
甲
、
手
首
、
指
や
爪
の
間
も
念
入

り
に
洗
い
、
流
水
で
十
分
に
す
す
ぎ
、

清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で

よ
く
拭
き
取
っ
て
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
健
康
管
理
は
、
う
が
い
や
手
洗

い
な
ど
日
常
生
活
の
対
策
が
重
要
で

す
。
そ
れ
ら
の
対
策
と
併
せ
て
、
休
養

や
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
は

流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で

す
。
日
頃
の
健
康
管
理
と
併
せ
て
、
予

防
接
種
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

２０２０年農林業センサスに
ご協力ください

年末年始、お酒の量は大丈夫？

〜ほどよい付き合いのススメ〜

年末年始、お酒の量は大丈夫？

〜ほどよい付き合いのススメ〜

2019.12 月号7 2019.12 月号 6

お知らせ拡大版



問人権施策課　 （２５）８５２４

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

（
２
５
）
８
５
１
３

問
障
が
い
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

　 　

農業者年金に加入しましょう！

12 月４日〜 10 日は人権週間です

みんなで築こう 人権の世紀
〜考えよう 相手の気持ち
　未来へつなげよう違いを認め合う心〜
　人権週間は、家庭で、職場で、学校で、家族と、
友達と、みんなと、人権を考える１週間です。
　私たち一人一人が、人権について正しく理解
し、周りの人の人権を尊重する意識を持つこと
が大切です。人権について、相談のある方は、
お近くの人権擁護委員・法務局・市役所人権施
策課までお問い合せください。

　農業者年金は、国民年金第１号被保険者で、
年間 60 日以上農業に従事する 60 歳未満の
方であれば誰でも加入できます。
　また、配偶者や後継者など家族農業従事者
の方も加入できます。

特設人権なんでも相談所特設人権なんでも相談所特設人権なんでも相談所

高島市人権のつどい高島市人権のつどい

　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談
ください。相談は無料、予約は不要、秘密
は厳守します。
▼日時　12月２日㊊ 13 時 30 分〜16 時
▼場所　マキノ支所、今津老人福祉セン

ター、朽木支所、安曇川公民館、
高島支所、市役所新館

　私たち一人一人が、お互いの人権を意識し、
尊重・互助・共生の地域社会の実現を目指
して開催します。参加は無料です。
▼日時　12月１日㊐ 13 時 30 分〜16 時
▼会場　市役所新館３階
▼内容　人権啓発優秀作品表彰、記念講演「Ｌ

ＧＢＴって何だろう〜私たちができ
ること〜」講師：栗木　剛さん

全国共通人権相談ダイヤル
　　 ０５７０（００３）１１０
子どもの人権１１０番
　　 ０１２０（００７）１１０
女性の人権ホットライン
　　 ０５７０（０７０）８１０
外国語人権相談ダイヤル
　　 ０５７０（０９０）９１１
大津地方法務局人権擁護課
　　 ０７７（５２２）４６７３

≪積立方式の年金です≫
　自らが納めた保険料とその運用収入を年金
の原資として積み立て、その額に応じて年金
額が決まる積立方式の年金です。

≪終身年金で80歳までの保証つきです≫
　年金は生涯支給されます。仮に 80 歳まで
に亡くなられた場合は、一定の要件のもと、
80 歳までに受け取れるはずだった農業者老
齢年金が、死亡一時金として遺族に支給され
ます。

≪税制上の優遇措置があります≫
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除
の対象となり、保険料などの年金資産の運用
益は非課税です。
　さらに、受け取る農業者年金は、公的年金
等控除の対象となり、65 歳以上の方であれ
ば、公的年金等の合計額が１２０万円までは
全額控除となります。
　詳しくはお問い合わせください。

12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

『
滋
賀
県
障
害
者
差
別
の
な
い
共
生
社
会
づ

く
り
条
例
』
が
平
成
31
年
４
月
１
日
（
10
月

１
日
全
部
施
行
）
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
！

中江光男相談員の退任に伴い、12 月
１日から新しく身体障害者相談員として
林俊博相談員が任命されました。お気軽
にご相談ください。

また、中江光男相談員におかれまして
は、長年にわたり地域の障がい者福祉の
相談業務にご尽力いだだきまして、誠に
ありがとうございました。

『高島市身体障害者更生会』
会員募集！

高島市身体障害者相談員
就退任のお知らせ

問高島市身体障害者更生会
（２５）２８４８

（新）身体障害者相談員

林　俊博さん（勝野）
（３６）０３５８

更生会は、市内在住の身体障害者手帳を
持っている方で構成された団体です。

孤立した生活を防ぐ為、みんなで一緒に
楽しい時間を過ごせることを目的に活動し
ています。みんなで運動して汗を流したり、
悩みを相談したりしませんか？

〜活動内容〜
「グラウンドゴルフ大会（春・秋）」
「身体障がい者スポーツ大会への参加」
「障がい者週間啓発事業の参加」など

条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
‥

▼「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」の
考
え
方
を
定
義

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
お
い
て
受
け
る
制
限
は
、
障
害
の
み
に

起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
バ
リ
ア

と
相
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
と

い
う
考
え
方
で
す
。

▼
合
理
的
配
慮
の
提
供
等
を
義
務
化

　
国
の
障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
努
力
義
務

で
す
が
、
県
の
条
例
で
は
差
別
解
消
の
取
り

組
み
を
一
層
進
め
る
た
め
に
、
義
務
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
法
律
で
は
対
象
外
の
個
人
に
対
し

て
も
、「
差
別
の
禁
止
」
お
よ
び
「
合
理
的

配
慮
の
提
供
」
を
義
務
と
し
ま
し
た
。

▼
相
談
・
解
決
の
仕
組
み
を
整
備

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
る「
障
害
者
差
別
解
消
相
談
員
」

と
、
障
害
の
あ
る
方
の
代
弁
者
と
な
る
「
地

域
ア
ド
ボ
ケ
ー
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

市
の
ア
ド
ボ
ケ
ー
タ
ー
は
、
松
本
良
平
さ
ん

と
谷
口
ま
ゆ
み
さ
ん
で
す
。

誰
も
が
住
み
や
す
い

共
生
社
会
を
め
ざ
そ
う

〜
障
害
者
の
立
場
か
ら
〜

　
権
利
擁
護
の
視
点
を
学
び
、
権

利
侵
害
や
虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
た
め

の
地
域
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
福
祉
関
係
者
が
一
緒
に
な
っ

て
考
え
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　

12
月
７
日
㊏

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▼
場　
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
参
加
費　
無
料

問
高
島
市
障
が
い
者
相
談
支
援

　
セ
ン
タ
ー　
コ
ン
パ
ス

　

（
２
２
）
５
５
５
３

　
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
誰
も
が
お
互
い
の
個
性
を
認
め

合
い
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
「
ま
ち
」

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

令
和
元
年
度

障
が
い
者
虐
待
防
止
普
及
啓
発
事
業
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問
土
木
課　

（
２
５
）
８
５
７
０

問
税
務
課　

（
２
５
）
８
１
０
９

家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
・
所
有
権
移
転
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す
！

家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
・
所
有
権
移
転
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す
！

【
家
屋
を
新
築
、
増
築
さ
れ
た
と
き
】

　
建
築
確
認
申
請
を
必
要
と
し
な
い
建

物
も
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
建
築
工
事
の
完
了
後
、
速

や
か
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き
】

（
全
部
ま
た
は
一
部
）

　
「
建
物
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
届
出
の
提
出
が
令
和
２

年
１
月
以
降
に
な
る
場
合
は
取
壊
証
明

書
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
不
動
産
登
記
が
さ
れ
て
い
る

家
屋
で
年
内
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
が

完
了
し
た
場
合
、
こ
の
届
出
は
不
要
で

す
。

★
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

除
雪
作
業
が
遅
れ
た
り
、
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
路
上
に
は
駐

車
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

★
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

石
垣
や
庭
木
な
ど
は
、
除
雪
作
業
時
に
確
認
が
で
き
ず
破

損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
い
布
切
れ
な
ど
を
付
け
た
２

ｍ
程
度
の
竹
竿
を
立
て
る
な
ど
、
目
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
枝
打
ち
を
し
て
く
だ
さ
い
！

道
路
際
の
竹
や
木
な
ど
が
、
降
雪
や
着
雪
に
よ
り
道
路
側

に
倒
れ
、
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

土
地
所
有
者
で
枝
打
ち
や
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
雪
作
業
の
際
、
雪
の
か
た
ま
り
が
宅
地

の
出
入
り
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
雪
装
置
の
散
水
に
異
常
が
あ
り
ま
し
た

ら
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
１
日
か
ら
３
月
20
日
は
雪
寒
期
間
で
す
。
降
雪
時

に
は
道
路
の
除
雪
な
ど
を
行
い
ま
す
。

迅
速
で
円
滑
な
除
雪
作
業
の
た
め
に
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
家
屋
の
所
有
権
を
移
転
さ
れ
た
と
き
】

　
売
買
や
贈
与
、
相
続
な
ど
で
家
屋
の

所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
、
次
の
と

お
り
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
不
動
産
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

　
年
内
に
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記

を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
移
転
日
が
年

内
で
あ
っ
て
も
登
記
完
了
日
が
令
和
２

年
の
場
合
、
納
税
義
務
者
の
変
更
は
翌

年
度
以
降
と
な
り
ま
す
。

▼
不
動
産
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

　
「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変
更
届
」

を
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
権
利
の
移
転
が
確
認
で
き
る
書
類

（
契
約
書
や
協
議
書
の
写
し
な
ど
）
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

納税道義の高揚や租税教育の推進に尽力
高島の福井さん　今津の杉橋さん　納税表彰を受彰

【財務大臣納税表彰】
　福

ふ く い
井　弥

や へ い
平さん

　　株式会社福井弥平商店　代表取締役会長

【大阪国税局長納税表彰】
　杉

すぎはし
橋　和

かずひこ
彦さん

　　杉橋建設株式会社　代表取締役会長

永年にわたり、今津 
納税協会会長および今
津納税貯蓄組合連合会
会長として、組織の 
拡大と財政基盤の確立
に努められるととも
に、活発な広報活動を
通じて税知識の普及と
納税道義の高揚に大き
く貢献されたことによ
り、10 月 28 日（ 月 ）
に財務大臣表彰を受彰
されました。（納税課）

多年にわたり、今津
納税協会等各種の団体
の要職にあって、常に
率先して組織の拡大・
育成に努められるとと
もに、申告納税制度の
普及・発展および納税
道義の高揚に大きく貢
献されたことにより、
11 月 11 日（月）に大
阪国税局長表彰を受彰
されました。（納税課）

元滋賀県納税貯蓄組合総連合会 副会長
元公益社団法人今津納税協会 会長
元今津納税貯蓄組合連合会 会長

滋賀県納税貯蓄組合総連合会 副会長
公益社団法人今津納税協会 会長
今津納税貯蓄組合連合会 会長

区民一丸となった農地保全活動が評価
「知内区農地・みずべ環境保全向上協議会」農林水産大臣賞を受賞！

10 月 31 日（木）に京都市で開催された、
令和元年度豊かなむらづくり全国表彰事業　近
畿ブロック表彰式において、マキノ町知内区の

「知内区農地・みずべ環境保全向上協議会（現：
広域たかしま知内）」が農林水産大臣賞を受賞
されました。

知内区の皆さんで記念撮影 生き物観察会のようす

協議会は、魚のゆりかご水田米の生産
に取り組むことにより、優良農地の保全継
承・地域農業の振興に努められるとともに、
都市住民との交流や伝統文化の継承にも区
民が一丸となって活動されていることが評
価されました。（農業政策課）
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